











日　時：2018 年 12 月 22 日（土）9：30～12：30
場　所：東京女子医科大学弥生記念講堂地下　A 会議室
主　催：基礎医学系教授会








































































































































時体重 2500 g 未満の割合を用いた．交絡因子には，女性
喫煙率および 35 歳以上の出産の割合を用いた．分析は，
重回帰モデルを用いて行った．〔結果〕2009 年と 2014 年
の横断データでは，IH クッキングヒーター普及率は，出
生時体重 2500 g 未満の割合との間に統計学的に有意な
負の関連が観察された（p＝0.041，p＝0.006）．2009 年か











　法医学における個人識別では主に short tandem 
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